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(~~_:)調査対象地域

ぐ;〉事業地

図-0 調査対象地域

-平成O年4月下旬ー 5月上勾(春季)

同年8月上旬ー下旬 (夏季)

同年10月上旬一中旬 (秋季)

③調査ルート

(五

立地及び、植生から判断して、フロラ的に重要と考えられる

区域を通り、かつ調査対象地域全域を網羅するように胞を:し

て、図 O[図例2-2]に示すルートで調査を行うものとす

る。なお、このルートは植生調査でも用いるものとする。

(2植生調査

①調査手法

調査対象地域に現存する一定規模以上ゆ旺ねlOa以上、た

だしこれよりも小面積でも判壮軍要と判断される場合は適

宜調査する)の全植物群落(例えば、荒地 l年生雑草群落か

ら偲相林まで)を対象に、植物社会学的植生調査法 (Z.M.法)

による群落調査を実施する。同調音資料については加えま訂作

析により、その帰属する植物群落を識別し、その分布を地形
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調理寺期及ひ努技等は、調査ませ

象のヰ割注を踏まえて、所要の認査

結果(精度)を得られるように十

分留意すること。なお、封藍周査

は、相当干ヨ支(J;時間と費用がかか

るので、その必要計生や平岩支(水準)

についてはI也誠司新生等を踏まえて

合目的的な判断をすることが重要

である。アセスメントにおいて一

番大事なことは、調査に必要以上

の時閣や費用をかけて資キヰをたく

さん作ることではなく「事業の実

施に伴って発生する1素焼負荷を結

果として結成すること」である。

紙面の都合上、実際のアセスメ

ント書での「記述例」の詳細な記

載を省略している。

1321植物編

図上に記載して現存植生図(縮尺 1/5千程度)を作成する O

なお、現存植生図の凡例設定に際しては、群落の現存量の

差異や群落内での立地に対応した構成種の差異が明僚となる

ように自己産する。

例)
・現存量の差異の翻IJ

「一一一一砂スギ槌幅制本

スギ植林一一-----l

」一一一今スギ樹本i!b宇林

-立地の差異の識別

「一一一一一砂ミスナラ群落

i アカミノイヌツゲ下位群落

ミズナラ群落一一一斗 閣毘部解討主立地)

」一一一一一砂ミスナラ群落

ヒメアオキ下位群落

(平衡剣萄窃盗剤主立地)

②調査時期

植物の生育が旺盛で、かつ種の確認率が最も高い時期で、あ

る夏季を主とし、春季、秋季とあわせ、 3季に調査を行うも

のとする。

・平成O年 4 月下旬~5 月上旬(春季)

*主として相観的な植生分布の把握、及び、春季水田

子í~朝絡等の春季にのみ生育する植生を対象とする0
・同年8月上旬ー下旬(夏季)

*主たる植生調査期間として、あらゆる植生を対象

に植生調査を実施し、現地段階でi脇甘された植物

群落についてはその広がりを地形図上に記入する0

・同年10月上旬~中旬(秋季)

*夏季調査結果により識別された植物群落の分布を

地形図上に記入するとともに、地点数の少ない植

物群落や調査資料の得られていない1直物群落につ

いては必要に応じて補完的に植生調査を実施する。

③調査地点・ルート

地点分散や、群落の漏れに留意し、 50地点程度を設定する。

調査地点の設定に当たっては、想定される植物群落の広がり

の中から、相観的、種構成的により代表性の高い植分を選び、

調査枠の範囲は立地と1重来日成の均質性に十分配慮したものと

する。調査ルートは図-O[図OJJ2 -2Jに示すフロラ(植物

相)調査と同じとする。

(3) 注目すべき植物個体調査

く中略>

(4) 注目すべ計制財車向査

く中略>

(5) 注目すべき植物群落調査

く中略>

4)調査工程及び調査体制

各調査工程及び調査体制は表 O[若討列2-2Jに示すのとおり

である。(なお、内業の調査工程については省略している。)



[図例2-2]
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フロラ及び植生調査主諮査ルート

ぐJ〉事業地

調査地点・ルート図

[表例 2-2] 

実 施 月

調査予定人員等

4 5 6 7 8 9 10 11 12 2 3 

春3人X9日
フロラ(植物相)調査 四ー.... ー ... 幽自由ー一 トー 夏3人X12日

秋3人X9日

|植生調査

春3人X9日

一一 トー甲ー 一 夏3人X12日
秋3人X9日

注目すべき植糊毘備騒
春3人X9日

注目すべき植糊藍腫 トー一一 一 夏3人X12日

秋 3人X9日

春 3人X1.5日

トー 一 トー 夏3人X9日

手~I.:3人X3 日

調査工程及び調査体制表-0

注)各調査は 2-3人が1組のチ ムとなって実施し、そのチームリ ずーは少なくとも経験年数7年以上とする。立お、表中の予定日数には

調査地への移動臼及び予備日は含まない。
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3調理況調査

保全目標となる注目すべき植物個体、植物種及び植物群落等を明らかに

するため、先に作成した現況調査計画に従って、現地フィールド調査*11.*12、

資料調査及びヒアリング調査を実施し、その結果を植物種リスト、現有司直

生図(縮尺 1/5千租芝)、植物からみた環境特性図、注目すべき植物種等

の確認位置図等を作成してとりまとめる。

なお、現地フィールド、調査の実施に当たっては、現場の状況に即したき

め細かな対応等が必要である。 *13

先|こ作成した現況調査計画に従って、現況調査を実施する。

調査結果は、調査対象地域、調査対象、調査手法、調査時期、調査地点・ル ト、調査体制を記述して、

各調査毎に以下のとおりとりまとめる。

なお、調査の実施及び調査結果のとりまとめに当たっては、「地形 地質編」における地形調査及び土

壌調査の結果を参照する。

(1)調査概要

①調査対象地域

②調査対象

③調査手法

④調査時期

⑤調査地点・ルート

⑤調査体制

( 2 )フロラ(植物相)及び植生調査

①フロラ(植物相)調査

ア.植物種リスト

イ.主要な植物種の現況写真

ウーフロラ(植物相)の特徴

②植生調査

ア植物群落組成表

イ 植物群落特性表

ウ回現存植生図(縮尺は一般|こ1/5子程度。ただし、事業地の規模等の状況に応じて1/1 千~1 7J)

工.主要な植物群落現況写真

オ植物群落の分布とその特性

③植物かうみた環境特性

ア.植生及び土地利用の変遷

(対過去の植生及び土地利用の概略図

仔) 現在の植生及び土地利用の概略図
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(ウ)植生及び土地利用面積の変遷の一覧表

伺植生及び土地利用の変遷の概要

イ.植物からみた環境特性

(対植物からみた環境特性図

付)植物か5みた環境特性の概要

④施設配置等に当たって保全上配慮すべき事項

( 3 )注目すべき植物個体調査

①生育状況の概要表

②位置図(縮尺1/1千程度)

③現況写真

( 4 )注目すべき植物種調査

①生脊状況の概要表

②確認位置図(縮尺1/5干程度)

③現況写真

( 5 )注目すべき植物群落調査

①植物群落の特性の概要表

②分布範囲国(縮尺1/1千~1/数千程度)

③現況写真

なお、植物の生育環境条件は、微地形(土壌、水分条件等)等により異なることかう、主要な植物種や

植物群落に見落としがないように、調査地点・ル トを追加-変更するなどのきめ細かな対応が必要であ

る。

また、現地フィールド調査の実施に当たっては、急傾斜地や林床植生の繁茂等の障害、悪天候等によっ

て計画どおりに行かない場合もあるので、調査手法、調査時期、調査地点・ル 卜等を適罵修正するなど、

柔軟な対応が必要である。

ところで、現況調査では、正確な位置情報を把握することが重要である。林内の移動時等では正確な位

置標定が困難な場合もあることか5、現地フィールド調査の円滑な進行を図るため、事前に所要の縮尺の

精度の高い測量図及び最新の空中写真(晩秋期の紅葉時のカラー写真が最適)を準備して、位置の標定を

しやすい環境をととのえておくことが望ましい。
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先に{宇成した現活用琵冊惑を

もとにして~D主する。

フロラ(植中枕目)及び植生調査

Jレート、植生調査のコドラー卜設

忠也点、については、現i慰用車十酒

の立案段階では概略しか示せな

かったが、ここでは、右図のよう

な精度の高い図面を添付する。
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1)調査概要

く中11陥>

[図f9U3-l]

.38 

てに調査区番号

¥ー植生調査地点{立函

ぐ二開業地

「¥/フロラ及び植生認資ルート

図-0調査地点・ルート図
。 1 cD2km

同国p圃園田園田



植糊重リスト等は、かなりの頁

数になるので、実際のアセスメン

ト望書では、巻末に添付することが

望ましい。

原則として 1/1千-1/数干

の縮尺 (1/数百の縮尺が必要と

されることもある)の地形闘を

ベースとして作成する。実際、の環

境アセスメン卜書では適当な大き

さに毒殺れした図面を本文中に掲載

するとともに、原寸大の図面を巻

末に綴じ込んでおくことか望まし

L 、。

2) フロラ(閥均相)及び1制調査結果

(1) フロラ付制制自)

木調査で生育の確認された種子植物、シダf副知は、表-0、
o[表例3-1、2]に示すとおり 104科 496種であり、一般に

日本海狽IJ多雪山地にみられるフロラから構成されている。日本

海要素の植物としては樹林地にマルパマンサク、ヒメアオキ、

ハイイヌツゲ、スミレサイシン等、草地にタヌキラン、ミヤマ

アプラススキ、エチゴキジムシロ等があげられる。また、 00
沼とその周辺には00種目、上の豊富な水生・湿生植物がみられ

るとともに、 xx岳の南に点在する岩援にはムツノガリヤス、

ショウジョウスゲ、イワテトウキ等も生育しており、乾性一過

湿立地の多干到賓の林地生植物とともに、多様なフロラを構成し

ている O

表-0 植物種リストの集計表 [表例 3-1] 

一一一一一一一一ー一一一~ 科 4重

シ夕、植物 11 28 

稜子植物 93 持8

裸子植物 3 3 

被子植物 90 465 

双子葉植物 79 344 

離弁花類 56 232 

合弁花産自 23 112 

単子葉植物 11 121 

d口b 言十 104 496 

(2) 植生調査

調査対象地域は、 00沼を谷底とするすり5料犬の地形を皇し、

標高約170-400mの範聞にある。村組三的には冷涼多雪な気候を

反映してブナクラス域(夏絢去葉樹林帯)に属している。

調査対象地域で実施した60地点の植生調査資料ーから、 0群集

。群落その他Oの植生を識別し、その分布は凶-o[図例3-
2]に、その概要は表 o[表例3-3， 4]に示すとおりである。

調査対象地域の植生は、古くから薪炭林や牧野として利用さ

れ、戦後はさらに植林地としての施業を受けたりしてきたこと

から、自然植生はその一部に限定されている。自然植生として

はムム山山頂部及びその西などにヒメアオキーブナ群集、 xx
岳南西の枝尾根とその周辺に同群集及びマルパマンサクーブナ

群集及び、小面積ながらジ、ユウモンジシダーサワグルミ群集が残

存している。さらに、 00沼周辺にはエゾノヒルムシロ群落を

はじめ、水生・湿生植物群落やハンノキーヤチダモ群集等がみ

られる他、 xx岳南の崖線付近には小面積ながらムツノガリヤ

ス群落やアカソーオオヨモギ群落もみられる。代{賞初回三として

は、かつての薪炭林であるオオパクロモジーミズナラ群集と主
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表-0 植物種リスト

として戦後造林されたスギやカラマツの植林とが、調査対象地

域の 7割余りを占め、立地の乾湿等に伴う干互訪fJ:I成の追いからそ

れぞ、れ下位区分されている。調査対象地域北西には、ケイタド

リーススキ群落、 00村の集落周辺に水旧や:klll等がみられるO

以上のように、調査対象地域は全般に樹林性の代償楠生が卓

越するものの、ブナ林や池沼*i1L'-i三から農地・集落までを合む多

様な環境の並存する植生域として位置づけられる。

[表例 3-2] 
臨思地点

門・網・自 科名 種名
事業地 周辺域

シダ植物 l トクサ手ヰ スギナ Equisetum arvense O O 
ハナヤスリ科 フユノハナワラビ Botrychium ternatum O 
センマイ科 ヤマドリゼンマイ Osmunda cinnamomea var. fokiensis O O 

ゼンマイ Osmunda japonica O O 
キジノオシタ干ヰ キジノオシダ Plagiogyria japonica O O 

ヤマソテツ Plagiogyria matsumureana O O 
コバノイシカグマ科 ワラビ Pteridium aquilinum var. latiusculum O O 
ミスeワラヒ寺ヰ クジャクシタ Adiantum pedatum O O 
チャセンシタ干ヰ トラノオシタ Asplenium incisum O O 

コタニワタリ Asplenium scolopendrium O 
シシガシラ手ヰ ミヤマシシガシラ Struthiopteris castanea O 

シシガシラ Struthiopteris niponica O O 
オシタ寺ヰ ホソハナライシダ Arachniodes borealis O O 

シノフカグマ Arachniodes mutica O 
リョウメンシタ Arachniodes standishii O 
オシダ Dryopteris crassirhizoma O O 

o 
o 
o 

L~~.，，~，.~~.~.l ジーシダ PO加仙川刷eron ↓ o 0 
一\、J戸、\~、大\}〆(\\)ノ{\~ー\\ー/〆~\ザ(\~〆~\/""，、jー\J ー\\一'-..-"ー\へ\L/ヘ\j'一\戸J-\~~\-"
(\/\ノヘト/\~\~\-~\/\~\ノヘ~\/\/\~ .~ 

小言十 11科 | お 種 |捌重 I 27種

種子槌物 iマツ科 |アカマツ Pinus densiflora 0 0 
['1章子植物スギ科 |スギ Cryptomeria japonica 0 0 

イヌガヤ科 iハイイヌガヤ Cephalotaxus harringtinia var. nana 0 0 

小 計 3科 3 稜 I 3種 I 3穏

j クルミ科 |オニグルミ J附 ans市sa剖il伺a釘m制州nt州1吋刈th附V

サワグルミ Pt旬er，悶ocar砂yar，的h加Oωi目わ口rげia 0 0 

/\Jヘ~\)ー\~\--，---~...----...、/一\~ー\\~\j'-~ ー\~~/ー\し \-"\J一\-\)

言十 56科 232 稜 185井重 22~重

[被子植物] イワウメ手ヰ オオイワウチワ Shortia uniflora O O 
〈双子葉植物〉 リョウブ料 リョウフ Clethra barbinervis O O 
〈合弁花鈴 イチヤクソウ寺ヰ ウメガサソウ Chimaphila japonica O O 

イチヤクソウ Pyrola japonica O 
/九\-\~~\\/〆「\--~\ー/一\ーー/\、\/一\\/〆 ¥、/\~. \~ ¥L/  ¥......./' ¥-) ¥J  ¥ .. / 

~\ 

121 重

496 種

1侃種

O 

小 言十 23科

[被子植物日 |オモダカ科

伸子葉植掛 |卜チカガミ科

ヒルムシ口手ヰ

112 種 I 9~重

オモダカ Sagittaria trifolia 0 
スブタ Blyxa ceraωsperma 0 
エゾノヒルムシロ Potamogeton heterophyllus 0 
センニンモ Potamogeton maackianus 0 

ヘ~へ\--一\--一\--".-.~---..\/一\)一\Jへ)\.. /\)一~'~\-l./~\j.
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[自然植生] {代償植生]

ヒメアオキ ブヲト苦手集 典オオ型パ亙ク群ロ集モジーミズナラ群祭

マルパマンサクープナ群集 区2ヨオム才ラlサtキクヤロモシオジEーミ群ズ集ナラ群集

ジュウモンジシダーサワグルミ群集 iIホツツジクマシデ群集

タニウツギーとメヤシャブシ群落

ミズバショウーヨシ群落 亡コケキブシーヤマクワ群落

工(浮ゾ葉ヒ・ル;克ム水シ積ロ物群群沼落他) 仁コケイタドリーススキ群落

ムツノガリヤス群落 Eヨチシマザサ概

ア力ソオオヨモギ群港

間-0 現存植生図
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[植林地・耕作地植生i

カ(チラシママツザ植サ林型高)木林

カ(ゼランママツイ植型林)高木林

ス(ヒギメ植ア林オ高キ木型林) 

スギ植林高木林
(リョウメンシダ型)

~スギ植林低木林
(ヤマドリゼンマイ型)

「つ焔地雑草群落

水田雑草群沼

仁コ牧草地
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表-0 植物群落組成表 [表例 3-3] 

組成表ー 1 マルハマンサクーフナ群集 ヒメアオキ フナ群集組成表

1. マルバマンサク ブナ若手集

2. ヒメアオキーブナ群集

群落区分

コヨウラ

号 23 47 48 60 52 26 58 57 33 34 
日 ('95) 8/3 7/31 8/3 8/4 8/2 8/2 8/4 8/4 8/3 8/3 
m) 275 305 320 315 295 300 380 380 390 380 

NW  SE S W W WNW NW  S SSW 

27 12 15 24 10 。 5 5 3 8 
宮 (T1)の高さ (m) 18 18 17 21 28 22 21 23 23 25 
植被率 (%) 65 90 90 70 65 80 70 70 80 80 
関 (T2)の高さ (m) 11 12 12 15 18 14 13 14 13 15 
植被率 (%) 30 10 + 10 25 10 15 20 十 10 

ヨ)の高さ (m) 3.5 3.5 4 4 2.5 4 4.5 3.5 4 3 

植被率 (%) 40 40 55 45 80 30 50 30 65 40 
け)の高さ (m) 0.5 0.5 0.4 1.5 0.8 1.4 0.9 0.3 0.8 
槌被率 (%) 40 30 25 70 5 65 50 40 70 50 
1定率 (%) 十 十 10 15 + 

37 35 40 24 29 30 46 39 25 39 

1重友び識別種

ヤシオ S 2・3 1・2 2・2 + 
H 1・2 +. 2 +. 2 + 

ンサク T2 1・1

S 1・2 2・2 2・3
H 1 .2 + 十 十

S 2・3 2・3 3・3
'-' + 

十.2 2・3 2・3 + 
1 .2 + + 
1・2 十.2 +. 2 

1・2 +.2 +.2 

1・2 1・2 十 + 十

H

S

H

H

H

 

ト 2 + 
1・2 ・2
+ 十・ 2
1・2 十・ 2
+ 十・ 2

中路

3・3 十・ 2

1・2 + 
十 2・2
1・2 ・2

+十

3 

1・2 +， 2 +. 2 

+・ 2 ・2 ・2

+ + +， 2 
2・3 ・3 ・2
+・ 2 ・2 ・2

調査区番

調査年月

海抜高

方位

傾斜(・)

!?富木第 1

高木第 2

低木層

草木履

蘇苔類植

出現種数

群集標徴

ムラサキ

マルハマ

ホツツシ

オオイワ

アカミノ

群集襟徴

ヒメアオ

/、イイヌガヤ

ミヤマカンスゲ

ミヤマカタバミ

クモキリソウ H + + 

出現 1回の種

調査区番号48:フジ ;Sー+、ユキザサ ;Hー十

調査夜番号58:ナナカマド;S-1 ・1、ヒロハツリバナ ;S一+・ 2、ミネカエデ ;H一+

調査区番号34 ハクウンホク ;S-+

〈以下省略〉
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